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自然界におけるヒトの位置

　サルの顔からヒトの顔へ変わる過程で、どん

な具体的な変化があり、そのことが魅力という

点でどのように考えられるかというお話から進

めたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　自然界における人間は、動物の中

　　　　　　　　　　　　　　　の哺乳類の中の霊長類の中のサル

　　　　　　　　　　　　　　　の仲間、旧世界ザルの中の類人猿な

　　　　　　　　　　　　　　　どと近いところに位置します。類人猿

　　　　　　　　　　　　　　　の仲間をape（エイプ）といい、ニホン

　　　　　　　　　　　　　　　ザルなどいわゆるサル類というのは

　　　　　　　　　　　　　　　monkeyといいますが、monkeyで

　　　　　　　　　　　　　　　はなくてapeに一番近いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　そして今いる類人猿の中ではチン

　　　　　　　　　　　　　　　パンジーが一番近いことがわかって

いますが、そのチンパンジーと今のヒト、私たちホモ・サピエンスとの

間には、実はいろいろな絶滅してしまったヒトビトがいるので、そのヒ

トたちがどういう顔をしていたかがわかればとてもおもしろいと思

います。

　ヒトと類人猿の系統樹でみると、霊長類全体の枝からおよそ１２００

万年前にオランウータンが分かれ、およそ７００万年前にゴリラが分か

れ、６００万年前にヒトに至る系統とチンパンジーに至る系統が分か

れました。このチンパンジーに至る系統が、およそ２００万年位前に普

　　　　　　　　　　　　　　　通のチンパンジーとボノボに分かれ

　　　　　　　　　　　　　　　て、これは両方とも現存しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　６００万年前に分かれてヒトに至る

　　　　　　　　　　　　　　　系統に進んだ結果が、現在の我々で

　　　　　　　　　　　　　　　すが、途中ネアンデルタールなど絶滅

　　　　　　　　　　　　　　　してしまった種類がたくさんいます。

　　　　　　　　　　　　　　　霊長類の視覚情報とシグナル

　　　　　　　　　　　　　　　　霊長類は本当に視覚の動物です。

　　　　　　　　　　　　　　　大きな両目が正面を向いていて、顔
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だけではなくて全体に色彩が非常に美しい。また、昼間の生態系で日

中行動します。そして群れをつくって社会生活をする道を辿りました。

社会関係、個体間の関係を目でいろいろ見ながら情報を得るという、

視覚情報でたくさんのことをするようになりました。そこで全体に色

彩の美しいものと顔周りの美しいものが、サルの仲間にはたくさんい

ます。

　人間にもありますが、特に霊長類には、仲間の顔や目に特殊に反応

する神経細胞が脳の中にあります。ですから表情が豊かで、表情に着

目をします。サル類は２００種類以上いますが、顔周りの形態や色彩が

種によってさまざまです。

　なぜこんなにさまざまかというと、種の認識、識別に顔周りの情報、

色情報などを使っているからです。また、サル類にはこういうところに

着目して雄・雌の魅力を出しているものがあって、種の認識と同時に

性的魅力の信号として、いろいろな形態、色彩、顔周りの違いを持っ

ています。

　どんな顔をしているか、実にいろいろあって２４０種類全部お見せ

できれば楽しいのですが、触りだけ見て頂きます。

　旧世界ザルは、アジア・アフリカ大陸に棲んでいるサル類です。その

中のボンネットモンキーはアジアにいて、ニホンザルと近いマカカの

仲間です。頭の毛がボンネットのようだからボンネットモンキーといい

ます。ベルベットモンキーはアフリカにいますが、顔周りが白くて顔は

真っ黒で、額のところが少し水色がかっていて帽子のところは灰色。

パタスもアフリカにいますが、目の上のところが黒くて上は赤茶色です。

　これは画家で霊長類学者のキングドンという人が描いた、アフリカ

の森林の中にいるオナガザル類の絵です。１０種類が挙がっています

が、細かいところがそれぞれ違って本当にきれいでしょ。顎のところ

が白かったり、鼻の先が白やだいだい色や水色など、目の周りが青

かったりします。中には、鼻の先全面に色が着くのではなくＶ字型だ

ったり、黄色やいろいろな色が入っています。

　アフリカの森林の中の同じ１本の木の上、同じ場所にゴチャゴチャ

に棲むという、同所的という棲み方をしている種類が多いので、顔の

違いがお互いの認識の指標になっています。見た目で雄・雌の差が

ほとんどありません。よくはわかっていませんが、雌雄に差があるのと

ないのとは非常に微妙で、見た目のはっきりした違いは、種の違いを

表しています。

　アジアのオナガザルはlangur（ラングール）やleaf monkeyが多く、

これもまた大変美しいものが多いです。Douc langur（ドゥックラング

ール）は白い顔に黒帽子で、Banded leaf monkeyは顔が青紫色で



あとはだいだい色です。Dusky leaf monkeyは目の周りが白く抜け

ていて、あとは黒い。そして赤ん坊だけが特別に金色をしています。

離乳するころになると全部黒くなっておとなと同じ色になります。なぜ

赤ん坊だけ違うかは謎です。�

　アジアのテングザルは、成熟雄は尖った大きくすごい鼻をしていま

す。雌や子どもも少しは尖っていますが、これはたいへん雌雄の差が

はっきりしたところで、種の違いというよりは、性的なシグナルです。

　性的なシグナルというのは、それが実際に何かの意味を持つとか、

そのシグナルを出していると強いというような裏付けがなくても、一旦

走り出すと、そういうシグナルを出していないと、そもそも異性に相手

にされず、土俵に乗れないので、何であれそのシグナルは続くという

ことが起こります。

　これが走り出したら止まらない、ランナウェイというプロセスですが、

たぶんこれもランナウェイだと思います。こんなに鼻が大きくても何の

意味があるのかよくわかりません。

　鼻が大きいほうがいいという実質的な意味があったとしても、雌が

この鼻の大きさで十分暮らしていけるのなら、雄だけがここまで大き

くなる必要はないわけです。ですからそこは何かシグナリングで、鼻が

小さくなってしまったら、なんだ雌かと、相手にされなくなるかもしれな

いというわけで、性的なシグナルは一方向に走り出すと意味がなくて

もいろいろなものが出てきます。

　私は実際に森林にいるテングザルを観察したことがないので、よく

わかりませんが、映像で見る限り、彼らはマングローブの森林の水が

いっぱいあるところでよく泳ぎます。その泳いでいるのを見ると、この

鼻がちょうど水の上に出て、空気を吸うには都合が良さそうです。雌

もこう尖がっていると、息をしながら泳ぐのに都合が良さそうなので、

ある意味で機能的なところもあるのかもしれませんが、これはやはり

シグナルです。

　新世界ザルの中には、ワタボウシパンシェという名前のとおり、酋長

のような頭の毛がふさふさのサルがいるかと思うと、頭の毛が無いウ

アカリがいたりと、さまざまです。

　パンシェや普通のサル類の、頭の毛がふさふさであることが実質的

に意味があるのかどうか、太陽が照っていると毛が生えているほう

がいいのかどうか、それはよくわかりません。一旦こっちのウアカリと

いう種類になったら、頭の毛がないほうが熱を発散しやすくていいと

か、そういう機能的な意味があるかどうか。たぶんそんなことはない

と考えられています。これは雌雄の差ですが、ウアカリは雄も雌も真っ

赤な顔をして頭の毛がないので、それが特に雄のシグナルというわけ
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ではありません。

　このように霊長類はさまざまなシグナルを顔周りに出していて、それ

をいろいろなことに使っていますが、そのシグナル自体がどういう意味

があるかはまだあまりわかっていません。

　大型類人猿で私たちに一番近いのはゴリラやオランウータン、チン

パンジーですが、大型類人猿の顔は、あまり色彩豊かではありません。

　オランウータンのおとなの雄は肉の塊が顔の左右に大きく張り出し

ていて、これがおとなであることのシグナルです。このように張り出し

ていないと繁殖できません。子どもやおとなの雌には、張り出した肉

の塊はありません。競争に負けて全く繁殖できないおとなの雄がいま

すが、そういう雄は肉の塊がなくて雌と似たような顔をしています。そ

れが一旦勝って繁殖できるようになると、１年ぐらいの内にブオーッと

肉の塊が出てきて、張り出します。

　ですから抑圧されていて性ホルモンのコントロールがうまくないと、

この肉が出てきません。それが良好な状態になるとすぐ性ホルモン

が出てきて大きくなり、立派な雄ということになるそうです。

　ゴリラのおとなの雄は、噛むための強力な筋肉が頬から顎にかけて

左右にごっそり付いているので、これを支えるために頭蓋骨の真ん中

にモヒカンのような骨が付いていて尖った頭になります。雌は、雄の

ように噛む筋肉が大きくないので、尖った頭はしていません。

　これは私がタンザニアで調査した

ときの写真ですが、雌と子どもの雌

です。

雄雌の違いについて先ほど少し述

べましたが、雄と雌の大きな違いは、

雄の犬歯がとても大きいことです。

それから噛む筋肉を支えるために頭

の真ん中に出ている矢状隆起（し

じょうりゅうき）と、目の上に庇のよう

に出ている眼窩上隆起（がんかじ

ょうりゅうき）が雄は大きいことです。

　人間にはありませんが、サル類はこのような雌雄の差があり、例えば

ドリルの頭骨を雄雌で比べると、雄は目庇（まびさし）の眼窩上隆起が

とても大きくて、雌はそうでもありません。ヒヒもチンパンジーも、雄雌

の差が顕著に現れるのは歯と目庇のところです。

　テナガザルは一夫一妻で、雌雄差が最も少ない部類のサル類です。

それでも写真を見ると、雄は、雌よりだいぶ大きい犬歯をしています。

　ネイピアという人の本に、テナガザルはほとんど雌雄差がないので

24



犬歯にも差がないとありますが、そんなことはありません。写真を見る

とやはりだいぶ違います。だから人間の犬歯はそもそも突出していな

いけれども、犬歯の大きさそのものに男女差がないのは、劇的な変化

が人間には起こったということでしょう。

　人間に至る系統にはたくさんのホミニッド（ヒト科）がいたのですが、

それらが全部絶滅してしまったので、今はわれわれサピエンスという

ヒトとチンパンジーが６００万年ぐらい前に分かれて残っています。もし

絶滅したホミニッドがいたら、いろいろな顔の特徴がどういうプロセス

でどうなったかがわかって楽しいでしょうが、絶滅したのでどこで何が

起こったかはわかりません。ですからチンパンジーとヒトとを比較するこ

とが、昔を考えるときの大きな手立ての一つになっています。

ヒト（現代人）の顔へ

　２００６年１０月９日号の“TIME”「どうしてわれわれは人間になったか」

に、非常にいい写真がたくさんあります。ヒトの顔、チンパンジーの顔を、

写真を半分にして左右に比べてみたらどこが違うかをこの掲載され

た合成写真で見てみましょう。

　まず顔の毛がありません。眼窩上隆起、目庇のすごいところがない、

また鼻の形が全然違います。チンパンジーもゴリラもオランウータンも

ペチャンコの鼻をしていますが、人間の鼻は筋が通って出っ張ってい

ます。また、唇がポッテリあるのは人間だけで、顎と歯ももちろん違い

ます。また、眉間から頭のてっぺんまでの高さが人間とチンパンジーと

が同じということはありません。チンパンジーは脳容量が３８０CCで人

間は１４００CCです。頭と顎の下を左右で合わせてバランスをみると、

眉の位置も目の位置も全く違っていて、やはり人間は頭部の容量が

大きいです。赤ちゃんはどうかというと、やはり最初から頭が大きく生

まれてくるので、チンパンジーとはそれぞれの位置が違います。

　ゴリラ、チンパンジー、オランウータンの類人猿頭骨の横顔を見比べ

ると、どれも大変突額（とつがく）で、鼻は隆起がなく鼻ぺちゃです。そ

して大きな犬歯があって、眼窩上隆起が発達していて頭は低い。ホミ

ニッドの系統の中のアウストラロピテクスを復元するとこんな顔です。

この前の“NATIONAL GEOGRAPHIC” にエチオピアで発見された

３３０万年前の子どもをきれいに復元した絵が載っていましたが、これ

はどちらかというとチンプ系で、人間とはだいぶ違います。

　ホモ・ハビリスやホモ・エレクトスは絶滅してしまいましたが、この類

がわれわれに至りました。この写真はロンドンの自然史博物館が復元

したホモ・ハビリスですが、これを見るとハビリスは鼻がちゃんと出て

います。
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　ハビリス、エレクトス、サピエンスの頭骨を順に並べて横顔を見ると、

どんどん突顎の度合いが減ってきて、頭は高くなって眼窩上隆起は減

ってきて、オトガイが出てきます。チンプの写真と比べると、ハビリスは少

し人間っぽくなっています。

　それをまとめると、ヒトから現代人までの顔というのは、頭が大きく

なって額が高い。雄の犬歯が小さくなって雌雄差がなくなる。顔面が

小さく退縮して顎が引っ込み、鼻が高くなる。唇が厚くて赤くなる。眼

窩上隆起がなくなる。下顎が小さく、オトガイが前に出ています。

　　　　　　　　　　　　　　　

顔の魅力について

　ヒトの顔の魅力を探る研究はこれ

までたくさんありましたが、モーフィン

グや、顔の色やテクスチャーなどもコ

ンピューターで操作できるようになっ

てから、爆発的にいろいろな実験研

究がなされました。

　その中で特に私の友人の京都大学

の吉川左紀子先生とスコットランドの

セント・アンドリュース大学のデヴィッ

ド・ペレット氏たちのグループが有名です。

　これは吉川先生の研究室でおこなった日本人男女の大学生の平均

顔写真と、ペレット氏のグループがおこなったイギリス人、スコットラン

ド人の男女の平均写真です。

　まず平均顔はきれいだというのはわかりますが、平均顔を基にして

モーフィングでより女性的に、あるいはより男性的にして、どれがいちば

ん魅力的かという判定をしてもらい、女性性、女性らしさ、男性性、男

性らしさが魅力とつながっているかどうか、どちらがどういうふうに

美しく見えるか、魅力的と見えるかというような研究をしています。

　それから、もともとの顔の中で特に魅力的だというレーティングが高

かった顔だけを集めて、その平均顔をつくったのが高魅力平均顔で

す。その高魅力平均顔と、普通の平均顔との差異を５０％強調した高

魅力＋５０％という合成写真をつくり、どういう顔が魅力的だと感じる

のか、そのポイントが女性性、男性性と関係があるかという研究が、今

は沢山なされています。

　その全体のことを少しまとめてみました。そこでわかってきたことは、

対称顔はきれいだということです。また対称性はきれい（魅力的、アト

ラクティブ）だということのシグナルでもある。そのことが性的な、セク

シャルアピールだという言い方がよくされたわけです。ところがセクシ
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　　　　　　　　　　　　　　　ャルも何もない小さい赤ん坊も、対

　　　　　　　　　　　　　　　称顔をよく見るということがわかった

　　　　　　　　　　　　　　　ので、別にことさら性的な魅力や、顔

　　　　　　　　　　　　　　　そのものの魅力、美しさということ

　　　　　　　　　　　　　　　以前に、何か対称なものに対する鋳

　　　　　　　　　　　　　　　型のようなものがあるのかもしれな

　　　　　　　　　　　　　　　い。ですから別におとなが対称顔を

　　　　　　　　　　　　　　　きれいだと思うことが、本当の意味で

　　　　　　　　　　　　　　　のセクシャルな魅力と本当にリンク

　　　　　　　　　　　　　　　しているのかどうか、いまひとつよく

　　　　　　　　　　　　　　　わかっていないのが現状です。

　このことは、顔を認識するためにもともと脳に備わっている鋳型、た

ぶん平均顔のようなプロトタイプがあるのではないかということの示

唆にもなっています。その解決はまだついていません。

　また、人の顔はそれぞれに、いろいろなところにずれているので、そ

れを全部まとめて平均すると、左右対称の顔になります。平均顔は対

称で、対称顔は魅力的ですが、平均顔がもっとも魅力的な顔ではな

いということがわかりました。もっと高魅力の顔というのは、平均顔の

対称顔以外の何かがあるわけですね。男女の顔の違い、顔の上半分、

下半分それぞれに性ホルモンによってつくられているある種の男性

性、女性性の特徴がありますが、そこを強調したものは美しいと思わ

れることがあります。

　たとえば男の平均顔をもっと強調した場合、眼窩上隆起はずっと

小さくなり、なくなっていますが、その部分をはっきり武骨であることを

強調する。これが男性性の強調です。顎が張って下顎が大きいという

のも男性性で、それも強調するとこういう写真になります。

　女性は眉の当たり、目が大きくて目と目の幅が広く、鼻の真ん中の

このへんの長さが少し長め、唇が少し大きめ、ぽっちゃりめというよう

なところが女性性の部分で、そこを強調すると魅力的になるとか、いわ

ゆる平均顔そのものではない何かが魅力だという研究がありますが、

本当にどういうことがどういう魅力になって、何を見て感じとっている

のかというのは、まだまだ研究中です。モーフィングの技術を使ってや

り始めて、統計的な検証がきちんとできて、数値化できるという意味

で研究が始まったのがこの１０年ぐらいなので、その意味ではデータ

がどんどん出ている状態で、まとまった結論にはまだ至っていないと

思います。

　たとえば、「人は顔からその人の性格を推測する」という実験的な証

拠はたくさんあります。また、「人は自分が好む性格が表れていると思

27



28

う顔を魅力的と思う」という研究が、２０００年以後にあります。

　どちらかというと１９９５年から２００２年ぐらいまでは、先ほどの造形

的に何が魅力的かという研究ばかりしていたと思います。それが性格

や顔から読み取るものと顔の造形の関係、この人と本当にいっしょに

なりたいか、気持ちと顔のシグナルとの関係など、より深いところまで

研究が進むようになったのは、２００２年以後ではないかと思います。そ

うするとまだ５年しか経っていないので、まだよくわかりません。

  人は自分が好む性格が表れていると思う顔を魅力的と思う」という

ことを実証するために、顔をたくさん出して、あなたはどんな性格の人

が好きか、やさしい人が好きか、強そうな人が好きか、温かい人が好き

かなど、自分がどういう人が好きか、顔ではなく性格的な部分を聞い

て、そしていろいろ見せた写真の中でこの顔の人はどういう性格だと

思うか、この顔が魅力的だと思うか思わないかを、いろいろなグループ

にやってみるわけです。

　するとその人が魅力的、魅力的でないと判断するときに、その顔の

中に自分が好む性格、温かい人が好きなら温かいと感じる顔を自分は

魅力的だと判定する。同じ顔を少し変えて冷ためにすると、同じ造形

の顔でも魅力的でないと思うというように、自分が投影したい性格を、

人はかなり微妙に顔の中に読み取ろうとしている。顔の表情などに表

れたものが、確実にその人の性格と合致するかどうかはまた別の話で

すが、人は自分が好む、求めたい性格が表れていると思う顔を魅力的

だと思っている。それは大いなる誤解かもしれないけれど、そういうふ

うに判定していることを突き止めた研究もあります。

　これは私も本当にそうだと思いますので、このへんの深い研究が進

んでいくことを望んでいます。

　またペレット氏が３年ほど前に発見したのは、３０歳以上の母親か

ら生まれた息子、あるいは３０歳以上の父親から生まれた娘は、それ

ぞれ３０歳以下の親から生まれた子どもより「老け顔」を魅力的と感�

じるということです。

　なぜ３０歳で分けたのかペレット氏に聞いたら、いちおう３０歳で分

けただけだそうです。まだサンプルサイズも小さいのでこの先どうな

るかわかりませんが、スコットランドのセント・アンドリュース大学院生

に、顔の老け方をモーフィングでいろいろ変えて調べた限りにおいて

の結果です。

　しかもおもしろいのは、息子にとって他の女性をきれいかどうか、娘

にとっては他の男性を魅力的かどうか判定させたのです。そのときに

関係があったのは、息子にとっては３０歳以上の母親から生まれたか

どうかであって、父親が３０歳以上かどうかは関係がない。娘のほう

「



　　　　　　　　　　　　　　　も生まれたとき３０歳以上の父親で

　　　　　　　　　　　　　　　あるかどうかであって、母親が３０歳

　　　　　　　　　　　　　　　以上かどうかは関係がない。だから

　　　　　　　　　　　　　　　これはクロスセックスのインプリンテ

　　　　　　　　　　　　　　　ィングで、人間でインプリンティング

　　　　　　　　　　　　　　　を見つけたとペレット氏は言ってい

　　　　　　　　　　　　　　　ましたが、それはよくわかりません。

　　　　　　　　　　　　　　　　それから女性が性周期によって、

　　　　　　　　　　　　　　　もっとも魅力的と感じる男性の顔は

　　　　　　　　　　　　　　　変化する。平均顔をモーフィングで

いじってマスキュリニティを強めて５０％男性化した顔と、５０％女性

化した顔と平均顔と３つ見せて、どれがいいか判定させたら、女子学

生の中に男性化の方がいいという人と、女性化の方がいいという人に、

ばらつきがありました。なぜこんなことになるのかと思って、「あなたは

今、性周期のいつですか」と聞いたら、排卵中のアクティブに妊娠可能

性のある女性はマスキュリンなほうが好きで、排卵期ではない人は女性

化したほうがいいということでした。

　スコットランドのサンプル数１００だけでは不十分なので、南アフリカ

でも日本でも実施したところ全部同じ結果が出ました。だからもしか

したらそうかもしれません。

　排卵期は妊娠可能性の高いときで、一番マスキュリンないい男の精子

が欲しいからマスキュリンなのがいいが、妊娠可能性がない時はそう

いう男は危険かもしれないから、もっとやさしめのフェミニンな男のほ

うが自分にやさしくしてくれるかもしれない。だから排卵期はマスキュ

リンな男がいいけれど、いつも一緒にいるのはフェミニンな男のほうが

いいということではないか、と彼らは解釈して、この論文は“nature” に

載りました。�

　“nature” に載る価値があるかどうかはさておき、その解釈でいいとは

限らず、いろいろな解釈があっていいし、このこともまだまだ確定とは言

えないと思います。�

　ですから性格との関係、自分の好みと一般のいろいろマスメディアな

どで流されているものとの関係、それから実際に顔の判定がどのくらい

現実と正しくマッチしているか、こちらの思い込みだけかということに関

する詳しい研究は、まだまだこれからです。

　男が相手の顔をどのくらい細かく見るか、女がどのくらい細かく見

るか、私は絶対に差があって、男の人のほうがあまり性格や何かまで

細かく見ていないと思います。これは仮説で、そのデータはまだ新しい

ものがないのでお見せできません。
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　それはさておき、先ほどのヒト、特に現代人の顔のいろいろな特徴で

すが、唇についてはいつこうなったかわかりませんが、頭が大きくなって

額が高い。顔面が小さく退縮して顎が引っ込む。鼻が高くなる。眼窩上

隆起がなくなる。下顎が小さくオトガイが前方に出る。正面顔と横顔で

は、その特徴は横顔のほうがよくわかります。

これは最も人間と近いところまでいっしょにいて、途中で絶滅したネア

ンデルタールの復元図です。非常に筋骨隆々だということはわかって

いますが、どんな顔をしていたか、絶滅した古いヒトですからよくわかり

ません。しかし、骨から推測すると、ネアンデルタールは額が低く眼窩上

隆起がけっこうあってオトガイがないと考えられます。それに比べて額

が高い、眼窩上隆起が少ない、下顎が小さくオトガイが前方に出てい

るというのは、極めてわれわれ、サピエンスなわけですね。横顔に非常

に大きな違いがあり、この違いがネアンデルタールとわれわれとの違

いです。

　それで横顔を使った顔の魅力の

研究を探してみましたが、ほとんど

ありませんでした。

　２００６年に“Vision Research” に

出たValenzanoのグループが、私が

知る限りでは唯一横顔を使った魅力

の研究です。これは女性の横顔だけ

で男性のほうはおこなっていません。�

この人は平均顔をより女性化した

顔と、最も魅力的な顔とは違うことを見出しました。つまり平均顔をより

フェミニンにした顔が、男性にとって最も魅力的な顔ではなかったと。

ではそこは何だったかというと、ことさらに小さな顎、尖がったオトガイ、

より引っ込んだ上顎が、女性の横顔の美しさのピンポイントだといい

ます。

　それでこの３つの特徴は、単純に男女差の違いから導き出して女

性性を強調したというのと少しアングルが違うので、特に顔の下半分

の特徴がすごく効いていたけれど、この３つが何かの魅力の指標と

して働いている可能性があるということを、ヨーロッパの集団で見つ

けたわけです。

　これは逆に男性ではやっていないし、横顔の魅力といろいろな特徴

を表したもの、特に横顔でやってみたというのはあまりなくて、横顔の

魅力と正面顔の魅力が相関する、つまり横できれいな人は正面でも

きれいだという相関があるという研究はありますが、それ以上はおこ

なわれていません。そこで私は今後は横顔も使っていろいろなことを
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やったらおもしろいと思います。

　また、正直である、正直でないなど、人間の性格などを読み取るなど、

いろいろな研究が出始めていますが、そういうものを全部まとめてレ

ビューができるようになるには、もう数年かかるだろうと思っています。

　以上です。どうもありがとうございました。
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